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秋田県 

・秋田県立比内支援学校（知的） 

・秋田県立比内支援学校かづの校（知的） 

・秋田県立比内支援学校たかのす校（知的） 

・秋田県立大曲支援学校（知的） 

・秋田県立大曲支援学校せんぼく校（知的） 

 

1-1. 県教育委員会担当者の計画訪問等による指導・助言 

 秋田県では、大きく 2 つの研究テーマを設定し、実践研究を行った。第一に、社会に開か

れた教育課程をテーマとして設定し、研究協力校の 1 つである秋田県立大曲支援学校せん

ぼく校（以下、「せんぼく校」）が担当した。第二に、その他の研究協力校については、主体

的・対話的で深い学びをテーマとして設定し、実践研究を行った。 

各校間の研究の方向性の共通認識を促すため 6 月から 7 月にかけて、県内全ての特別支

援学校で実施している、県教育委員会の指導主事による計画訪問において、各校での実践研

究に関する聞き取りや指導・助言を行った。また、夏休みの時期に、県教育委員会主催の教

育課程協議会を設けた。各校の副校長や教頭、分掌主任がそれらに参加することで、学習指

導要領の改訂のポイント等に関する理解が広がった。また、本分校委託研究推進委員会等の

組織も、共通理解に基づく研究推進のために効果的に活用された。 

 

1-2. 日常生活の指導に関するガイドブックの作成 

上記に加え、各特別支援学校の代表者による、授業改善のプロジェクトチームを作って日

常生活の指導の授業改善に関する検討を行った。その成果として、「各教科等を合わせた指

導」の基礎・基本として、新学習指導要領に基づき、小学部「生活科」や中学部「職業・家

庭科」などの各教科等の内容との関連を意識した授業づくりの理解を深め、各担当者の自校

における実践の充実につなげることができた。これらの成果を集約した「特別支援学校 日

常生活の指導ガイド」（資料 1）を作成し、県内の特別支援学校に配付した。本ガイドブッ

クでは、知的障害教育における指導の特徴や日常生活の指導の意義や特徴、日常生活の指導

研究協力校（課程又は障害種） 

 

研究の成果 

 観点１： 

各モデル事業内、及び近隣自治体間における概念（用語）の共通理解・合意形成 
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の評価に関する事項に加え、小学部から高等部及び重度・重複障害のある児童生徒の日常生

活の指導に関する留意点と実践事例が掲載されている。 

 

 

 

2. 「せんぼくいきいきプロジェクト」（秋田県立大曲支援学校せんぼく校） 

社会に開かれた教育課程を研究テーマとする「せんぼく校」は、観光地である仙北市の市

街地に平成 28 年度に開校した学校である。「せんぼく校」高等部では、立地条件を生かし

仙北市の観光に特化した、学校設定教科「観光科」を設定している。 

この観光科では、仙北市の観光や地場産業に関する基礎的な知識と技術の習得を図るこ

と、観光の意義と役割の理解を深めることを通して地域を知ること、観光に関わることを通

し、社会生活に必要な能力と実践的な態度を育成することを目標とし、仙北市の観光資源を

最大限学習に取り入れ、地域と連携した学習を展開している。 

 

 

観点２： 

教育課程・個別の指導計画の実施状況とその評価 

資料 1 「特別支援学校 日常生活の指導ガイド」（p. 7、p. 28 より引用） 
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これに伴い、各学部を貫いて、地域の観光

資源を教材として用いて学習を行う地域貢

献活動「せんぼくいきいきプロジェクト」

（資料 2）を実施した。「せんぼくいきいき

プロジェクト」では、「地域が教室」を共通

テーマに、各学部で「地域に触れる」（小学

部）「地域に踏み出す」（中学部）「地域に役

立つ」（高等部）というテーマを設定し、小

学部から地域の観光資源等について学習で

きるように教育課程を編成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「たかのす校スタンダード」（秋田県立比内支援学校たかのす校） 

 各研究協力校において、県教育委員会による「授業デザインチェックリスト・授業実践チ

ェックリスト」（授業づくり・授業改善のためのチェックリスト）や自校の授業実践に基づ

き、各校の実態に合わせた「授業・単元づくりのポイント」や「授業チェックリスト」等が

作成された。中でも、秋田県立比内支援学校たかのす校（以下、「たかのす校」）は、チーム

での授業づくりのツールとして、「たかのす校スタンダード」（授業づくりの基礎・基本とな

る資料をまとめた冊子）を作成している。 

 「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業改善のために、従来のスタンダード

の内容に「主体的・対話的で深い学び」の視点による「3 つの視点表」（資料 3）を加えて

まとめた。まず、視点①「主体的な学び」として、自らの学習状況やキャリア形成を見通し

たり振り返ったりすることが出来るように、見通しを振り返る過程を配置すること。視点②

「対話的な学び」として、子ども同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方等

によって自己の考えを広げ深めることができるよう、学び合う過程を配置すること。視点③

資料 2 「せんぼくいきいきプロジェクト」 

観点 3： 

個のニーズにあわせた指導法、学習環境・支援の工夫 
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「深い学び」として、各教科等で習得した概念や考え方を活用した「見方・考え方」を働か

せ、問いを見いだして課題の解決を行う探求の過程に取り組むことができるよう、学んだこ

とを実際に使う過程を配置することの 3 点が設定されている。 

これらの視点で授業づくりがなされているか、「振り返りシート」を用いて各教員が振り

返った。各教員が記入した「振り返りシート」をもとに、「児童生徒が自分の力を発揮する

ために有効だった学習活動、環境の工夫」（資料 4）を一覧にまとめた。 

 

 

4-1. 「絆プロジェクト」（秋田県立比内支援学校たかのす校） 

 研究協力校である秋田県立比内支援学校本校・分校ともに、「街は大きな教室だ」を合言

葉に、地域との共催行事や交流及び共同学習を実施している。 

「たかのす校」では、地域に根ざし、地域と共に生きる教育活動を「絆プロジェクト（地

域学習）」として教育課程の柱に位置付け、展開した。各学部で、「わいわいプロジェクト」

（小学部）「みんなのためにプロジェクト」（中学部）「絆プロジェクト」（高等部）として名

称を設定し、それぞれの学部で学校間交流や、地域での清掃ボランティアなどを通じて交流

観点４： 

障害のない幼児児童生徒・地域社会との交流及び共同学習の設定 

資料 3 「3 つの視点表」 資料 4 学習活動・環境の工夫 



5 

 

及び共同学習に取り組んだ。また、各学部段階において、「自分」の役割をやりきる経験（小

学部）→「みんな」の中で役立つ経験（中学部）→「地域」の一員として生きていく自信（高

等部）を大切にしたいこととして設定することで、学部間のつながりを意識した取組がなさ

れている。 

 

4-2. 「りんごプロジェクト」（秋田県立比内支援学校かづの校） 

秋田県立比内支援学校かづの校（以下、

「かづの校」）では、本事業以前から行っ

ていた、地域を活用し、りんごの栽培等に

ついて年間を通して学ぶ「りんごプロジ

ェクト」を、学部間のつながり（縦のつな

がり）と地域貢献活動による地域とのつ

ながり（横のつながり）を意識して全体構

想を明確化した。 

 とりわけ、高等部では、生徒全員で「リ

ンゴレンジャー」としてショーを作り上

げていく単元を設定した（資料 5）。ショ

ーは、地域の保育園やイベント、学習発表

会等で開催される。平成 29 年度は「リン

ゴレンジャー」の活動の 4 年目であり、

平成 29 年度研究紀要では、「ショーが完

成するまでの演技から演出、大道具、台本

の製作まで生徒一人一人が役割を担って

行うことができるようになってきた。」とい

う成果が挙げられている。 

 また、地域で開催するショーに向けた準備として、ショーで用いるうちわ用の紙すきやポ

スター作りを、「リンゴレンジャー」から小学部の児童へ依頼した。こうした小学部と高等

部の交流によって、小学部の児童の意欲や使命感を向上させるとともに、高等部の生徒の自

己有用感や達成感の向上等キャリア教育の充実につながっている。「かづの校」では、これ

らの取組を通じて、「児童生徒の人と関わる力を高める授業づくり」を行った。 

 

 

資料 5 リンゴレンジャー 
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5. キャリアノートの作成・活用（秋田県立比内支援学校たかのす校）

児童生徒が自身の成長などを実感できる

工夫として、「たかのす校」を中心に「キャ

リアノート」（資料 6）を作成し、活用した。

児童生徒が「絆プロジェクト」（観点 4 参照）

を通じて「何が身に付いたか」を振り返るこ

とができよう、単元に「見通し」「振り返る」

過程を配置し、「キャリアノート」を「絆プ

ロジェクト」全体において継続して活用し

た。 

「絆プロジェクト」全体で、「キャリアノ

ート」を事前・事後学習に活用したことで、

各学部段階や発達段階に応じて、「何のため

に」「何を頑張るのか」という目的や目標を

見通し、「何ができるようになったか」とい

う頑張り等を言語化し、長いスパンで振り

返りができるようになった。また、教師がそ

の都度コメントを記入し、児童生徒に伝え

ることも、児童生徒の頑張りの意味付けと

なり、「何が身に付いたか」という生徒自身

の成長の実感を促し、自信につながってい

る。 

すべての児童生徒が自分の目標設定を言葉として表現できたわけではなかったが、文章

を書くことができる児童生徒には、自分で目標設定をするようなケースがあった。また、そ

れが難しい児童生徒には、実際の学習中の写真を貼ることで、達成感を実感できるような工

夫を行った。また、児童生徒の成長を保護者と共有し、多面的に評価するという視点から、

「キャリアノート」の保護者面談での活用も始まっている。 

 

観点５： 

多面的な視点からの学習評価・授業評価・学校評価の実施 

資料 6 「キャリアノート」 


